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令 和 ３ 年 ９ 月 定 例 会

代 表 質 問 通 告 書 一 覧 （ ９月２２日 ）

答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 新型コロナウイルス感染症対策について 知 事

（１）本県においてもかつてない勢いで感染が拡大した第５波

の状況であるが、今後、どのような方針で新型コロナウイ

ルス感染症対策に取り組んでいくのか。

（ １番）

小村 尚己 （２）県は、新型コロナウイルス感染症にかかる医療提供体制

(自由民主党) を確保するため、現在どのように取り組み、今後どのよう

【一括質問】 に進めていこうとしているのか。

（３）ワクチン接種の促進は、長引くコロナ禍からの飲食業の

回復・活性化を図るためにも重要と考えるが、県として実

施するワクチン接種者を対象とした感染防止対策の認証を

取得した飲食店等の利用促進施策について、どのように進

めていくのか。

２ 大和平野中央プロジェクトについて 知 事

県が磯城郡３町との間で協定を締結して取り組んでいる

「大和平野中央プロジェクト」の現在の取組状況と、今後

どのように進めていくのかについて伺いたい。

３ 更生支援の取組について 知 事

「一般財団法人かがやきホーム」が設立されて１年余り

が経過したが、本県における更生支援の取組の現状をどの

ように評価し、今後どのように取り組んでいくのか。

４ 滞在型観光の促進について 知 事

新型コロナウイルス感染症収束後の滞在型観光の推進に

向け、県としてどのように取り組んでいくのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（ １番） ５ 農業の担い手の育成・確保について 知 事

小村 尚己

(自由民主党) 本県の農業従事者数が減少している中、担い手の育成・

確保が喫緊の課題と考えるが、県の取組状況はどうか。

６ 大規模広域防災拠点の整備について 知 事

南海トラフ巨大地震等の大規模災害への備えとして、県

で検討している大規模広域防災拠点の整備について、今後

どのように進めていこうとしているのか。

７ 県立高等学校の専攻科の設置について 教 育 長

社会や地域において即戦力となる人材を育成するため、

実践的な学習を取り入れた実学教育が注目されており、奈

良県においても今年度から県立高等学校に専攻科が設置さ

れたが、その概要と現時点での取組状況、今後の見通しに

ついて伺いたい。

１ 医療提供体制について 知 事

（１）新型コロナウイルスに感染し、宿泊療養施設に入所され

ている方や、自宅で入院・入所を待っていただく方を重症

化させない取組が今後、より重要になるのではないか。

（３８番）

中村 昭 （２）社会・経済活動と日常生活を維持し、新型コロナウイル

(自民党奈良) ス感染症との共存も見据えた上で、県の医療提供体制を今

【一括質問】 後どのように構築していこうとしているのか。

２ 福祉人材の確保について 知 事

人生百年時代を迎え、高齢者やその家族の安心した生

活を支える、介護人材の確保・育成にどのように取り組ん

でいるのか、また、今後どのように取り組もうとしている

のか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（３８番） ３ 新たな森林環境管理制度について 知 事

中村 昭

(自民党奈良) 新たな森林環境管理制度の構築に向け、どのように取り

組んでいこうとしているのか。

４ 公共交通の今後の維持・充実のあり方について 知 事

県民及び来訪者にとって、必要不可欠な移動手段である

公共交通を将来にわたって引き続き維持・充実することが

重要と考えるが、県は今後どのように取り組んでいくの

か。

５ なら食と農の魅力創造国際大学校（ＮＡＦＩＣ）を核とし 知 事

た周辺地域の賑わいづくりについて

現在整備中のＮＡＦＩＣ附属セミナーハウスは、「食」

と「農」の情報発信拠点として重要な施設であると考える

が、どのように活用していこうとしているのか。

６ 教室のＩＣＴ環境について 教 育 長

これからの学校教育に必要となる教室のＩＣＴ環境とは

どのようなものか。１人１台端末環境下における周辺環境

の整備を含め、教育長の所見を伺いたい。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 健康長寿に向けた取組について 知 事

令和２年度なら健康長寿基礎調査では、新型コロナウイ

ルス感染症の影響が県民の健康づくりに関する行動の減少

や環境の悪化に繋がっているとの結果が出ており、今一

（３０番） 度、県民に対して運動の実践や健診受診を促す必要がある

藤野 良次 と考えるがどうか。

(新政なら)

【一括質問】 ２ 大雨・豪雨対策について 知 事

全国的に大雨・豪雨災害が頻発しているなか、大和川流

域においても雨水貯留浸透施設などの「ためる対策」をさ

らに推進する必要があると考えるがどうか。

３ バリアフリー基本構想について 知 事

県内の市町村におけるバリアフリー基本構想の策定状況

はどうか。また、今後、策定を更に推進していくために、

県はどのように取り組んでいくのか、あわせて伺いたい。

４ 新型コロナウイルス感染症への対応について 医療政策局長

妊婦に対しては、優先的なワクチン接種やＰＣＲ検査の

充実、入院医療機関の確保など、より手厚い対応が必要と

考えるが、現在、県はどのように取り組んでいるのか。

５ 物流の確保と支援について

（１）コロナ禍の影響によりネットショッピングの需要が高ま 警察本部長

り、貨物の集配が急増するなか、県警察本部は、どのよう

に集配車両の駐車スペースの確保に取り組むのか。

（２）住民の利便性の向上と、宅配ドライバーの負担軽減や輸 地域デザイン推進

送の効率化を図るため、県においても民間住宅等における 局 長

宅配ボックスの設置を推進する必要があると考えるがどう

か。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（３０番） ６ 県職員の労働環境について

藤野 良次

(新政なら) （１）今年８月に出された人事院勧告の内容を受け、人事委員 人事委員会

会としての考え方や今後の対応について伺いたい。また、 委 員 長

奈良県職員の給与は県の経済を支えている一面もあり、安

易な引き下げは、より県内経済を悪化させる要因にもなる

と考えるがどうか。

（２）奈良県の技術力を維持し、公共の責任を果たすためにも 総 務 部 長

技能労務職員を安定して採用していく必要があると考える

がどうか。

（３）定年引上げに関する国家公務員法及び地方公務員法の改 総 務 部 長

正をどのように捉えているのか。また、定年引上げに伴う

課題とされる給与体系や新規採用のあり方について、どの

ように考えているのか。

７ 教育問題について 教 育 長

（１）県内小・中学校における新型コロナウイルス感染症への

対応の現状について伺いたい。また、市町村によって学校

内における対応策にばらつきが見られ、教育的格差が生じ

るのではとの心配の声も聞かれるが、教育長はどのように

考えているのか。

（２）国が示す「教育のＩＣＴ化に向けた環境整備５か年計

画」においては、ＩＣＴ支援員を４校に１人配置といった

目標水準を定めているが、県内の小・中学校での配置状況

はどうか。また、ＩＣＴ支援員の確保とそれに伴う財政支

援、更には、教員に対する研修の充実についてもあわせて

伺いたい。

（３）県による市町村へのスクールソーシャルワーカーの派遣

状況やその確保に向けた取組について、また、市町村の配

置に対する県からの財政支援も含め、今後どのように取り

組むのか伺いたい。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（３０番） （４）小・中学校において教員の欠員が発生した場合における

藤野 良次 対応の現状と、今後の取組について伺いたい。また、配置

(新政なら) がスムーズにいかない場合に、非常勤講師により補充する

方法なども考えられるがどうか。

８ 通学通園路における安全総点検について 【 要 望 】


